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＊『図書新聞』3564 号（2022 年 10 月 29 日）に寄稿した書評のプレプリント原稿です。 

 

書評 

アルトゥーロ・エスコバル著『開発との遭遇』北野収訳、新評論、2022 年。 

 

中野佳裕（立教大学 21 世紀社会デザイン研究科） 

 

 本書はコロンビア出身の人類学者アルトゥーロ・エスコバルの代表作である。原著初版は

プリンストン大学出版局から 1995 年に刊行された。英語圏の社会科学において脱開発パラ

ダイム研究の展望を開いた本書は、人類学・開発学分野の研究者や学生の間で爆発的な反響

を引き起こし同分野の重要書として現在でも読み続けられている。この日本語版は 2012 年

に刊行された増補版の全訳であり、本書をめぐる論争への応答と研究の最前線をまとめた

追補が新たに加えられている。まずはこの大部で高度に専門的な研究書が丁寧な翻訳と解

説で読めるようになったことを喜びたい。 

 本書に関しては、評者にも思い出がある。今から 20 年以上も前になるが、エセックス大

学でエルネスト・ラクラウの主宰する修士課程で言説分析と政治理論を学んでいた私は、脱

開発論における M・フーコーの言説分析の応用可能性に関する修論研究をしていた。『開発

との遭遇』はこの分野の金字塔であり、様々なフーコー研究書を参照しながらその内容と方

法の検証に努めたが、本書の分野横断的な知識と射程の広さ、実証研究への接近法には、現

代思想には還元できない社会科学の魅力と奥深さを感じたものである。その後、著者とは何

度か一緒に英語や他の言語で出版物を刊行したが、時代の要請に合わせて脱開発研究に新

たなテーマと方法を導入し続ける彼の知的探求心には、いつも大きな刺激を受けている。 

 本書が英語圏の社会科学で今もなお読まれ、論争と批判に耐えながら次世代の読者を獲

得しているのはなぜだろうか。おそらく次の三つの理由が考えられる。 

 第一に、本書が開発研究の方法論を刷新した革命的な本であること。英語圏の開発学にお

いて人類学は常に革新性ある研究方法を輩出しているが、本書は当時人文学の専売特許で

あったフーコーの言説分析を開発政策の実証研究に応用した点において画期的だった。覇

権的な開発言説が語る「真理」の政治性を暴き、開発の言説体制が与える実在の可視性をめ

ぐる様々な権力-知の対立をグローバル、ナショナル、ローカルの次元を接合させながら分

析するその手法は、開発研究におけるポスト・ノーマル・サイエンスの道を開拓した。 

 第二に、本書が重厚な地域研究の基礎の上に成り立っている点である。本書が刊行された

直後、多くの研究者の関心は著者が採用する言説分析の方法論に向かい、その是非や妥当性

を論評する論文が刊行された。しかし、本書の最大の魅力が歴史研究であり地域研究である

点を忘れてはならないだろう。『知の考古学』におけるフーコーの言葉を援用するならば、

これはラテンアメリカ開発史の「新たな実証性（ポジティヴィティ）」の可視化を試みる研
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究書である。 

 第三として、本書が未来社会デザインの理論書である点だ。第６章で著者は「脱開発の時

代」の展望を模索する。原書刊行当時、多くの研究者が著者のこの主張に具体的内容が欠け

ている点を批判していた。しかし、本書は脱開発方法序説とも言える性格を有しており、第

６章ではそのための新たな社会科学研究（開発の民族誌）の道筋が提案されている。ラテン

アメリカ民衆世界のハイブリッド文化に注目し、「文化横断的で間-世界的なリアリティ」か

ら脱開発を探求する著者の身振りには、後に取り組むことになる多元世界デザインの萌芽

が見られる。本書の未来デザイン理論としての輪郭は、第７章「2012 年版への追補」にお

ける文明移行言説の考察によって明確になる。 

 英語圏の社会科学ではエスコバルの研究を「開発学におけるフーコー派」と単純かつ一面

的に分類する傾向も生まれた。しかし、著者が 21 世紀に刊行した二つの主著━━『差異の

テリトリー』（2008、未邦訳）、『多元世界のためのデザイン』（2018、未邦訳）━━におい

て示されている脱開発研究の「存在論的転回」は、言説分析の応用があくまでも過渡的なも

のであったことを物語っている。むしろ著者の研究の魅力は、人類学と関連諸分野（デザイ

ン、建築、科学理論、未来研究、環境哲学）の先端的知見を大胆かつ積極的に吸収し、脱開

発研究の知の領野を絶えず拡張・更新していくという極めて学者らしい態度にあるのでは

ないだろうか。そのような柔軟な理論研究と応用が可能なのは、人類学者としての著者がし

っかりした地域研究の土台を持っているからである。 

 本書はラテンアメリカ地域研究の中から脱開発時代の展望を示した重要書である。現在、

エスコバルは彼の下で学んだ研究者たちと人新世の批判的研究や多元世界デザイン研究を

進めている。彼らの研究は、もともとグローバル・ヒストリーとの接合を意識していたラテ

ンアメリカ地域研究を、プラネタリーな次元から再フレーミングする方向性を示している。

米国の日本研究でも同様の動きが現れているのは興味深い。この新たな知の横断領域は、日

本の脱開発・脱成長研究が進むべき方向性を示しているともいえるだろう。 

 

 

以上 

 


